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山
王
内
外
案
内

あ
の
ひ
と
、こ
の
ひ
と
。

出
来
事
い
ろ
い
ろ
…
。

二
〇
〇
〇
年
八
月

市長●石川錬治郎

市長ホットライン
市政への建設的なご意見、ご提言を電話でお聴きする
今月の市長ホットラインは、都合によりお休みします。
ご了承ください。 市民相談室q(866)2039

◆
所
属
す
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
早
朝
、「
全
良
寺
」境
内
の

供
養
清
掃
。
全
良
寺
は
戊
辰
戦
争
で
秋
田

藩
救
済
に
来
た
官
軍
の
佐
賀
藩
・
大
村
藩

(

長
崎)

・
佐
土
原
藩(

宮
崎)

な
ど
の
兵
士
の

墓
が
あ
る
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
氏
名
の

下
に
は
「
行
年
二
十
一
歳
」
な
ど
と
記
さ
れ
、

二
十
〜
三
十
代
が
多
い
。
九
州
か
ら
千
数

百

も
離
れ
た
秋
田
の
山
野
で
倒
れ
た
若

者
達
は
、
最
後
に
何
を
思
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
か
。
明
治
の
近
代
化
が
こ
の
よ
う
な
若

者
達
の
行
動
の
う
え
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
、
し
ば
し
粛
然
と
し
て
合
掌
。

◆
観
客
席
を
三
段
の
雛ひ
な

壇
方
式
に
し
た
竿

燈
ま
つ
り
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
昨
年
を
上
回
る
観
光
客
を
集
め
て
盛

会
裡
に
終
え
る
。

今
年
も
外
国
か
ら
の
お
客
も
多
く
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
は
予
定
を
変
更
し
て
二

晩
も
見
に
来
ら
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
の

文
化
交
流
団
か
ら
は
竿
燈
を
招
待
し
た
い

と
の
申
し
入
れ
。
韓
国
の
興
亜
海
運(

秋
田

〜
釜
山
定
期
便
運
行)

の
一
行
も
。
竿
燈
ま

つ
り
も
年
々
国
際
化
の
傾
向
。

◆
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
「
国
連
軍

縮
秋
田
会
議
」
が
四
日
間
の
日
程
を
充
実
し

た
内
容
で
終
え
る
。
会
議
の
模
様
は
テ
レ

ビ
な
ど
で
全
国
に
流
さ
れ
る
。
出
席
し
た

全
国
紙
な
ど
の
論
説
・
解
説
委
員
も
多
く
、

社
説
な
ど
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
特
に

二
日
目
の
中
学
生
中
心
の
意
見
発
表
会
と

質
疑
が
注
目
さ
れ
た
。
一
般
の
市
民
県
民

も
連
日
二
百
人
以
上
が
傍
聴
。
同
時
通
訳

レ
シ
ー
バ
ー
を
耳
に
あ
て
て
聴
く
。

二
十
二
か
国
の
国
々
の
参
加
者
か
ら
お

世
辞
抜
き
で
、「
秋
田
市
民
の
も
て
な
し(

ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ)

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と

賛
辞
を
い
た
だ
く
。
軍
縮
と
い
う
国
際
政

治
上
の
難
題
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
四
日

間
。
秋
田
出
身
の
明
石
前
国
連
事
務
局
次

長
、
現
職
の
阿
部
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
代

表
部
大
使
も
故
郷
で
大
活
躍
。

◆
旧
知
の
前
広
島
市
長
・
平
岡
敬
氏
も
軍

縮
会
議
に
出
席
。
一
夜
旧
交
を
温
め
る
。

平
岡
さ
ん
は
名
著
「
希
望
の
ヒ
ロ
シ
マ
」

(

岩
波
新
書)

を
は
じ
め
数
々
の
平
和
問
題
の

著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
。

◆
飯
島
中
学
三
年
の
五
十
嵐
充
君
が
柔
道

で
中
学
総
体
全
国
優
勝
の
報
告
で
来
室
。

こ
の
種
目
で
の
優
勝
は
秋
田
県
内
の
中
学

生
で
は
初
め
て
と
の
こ
と
。
一
七
六

・

八
九

の
堂
々
た
る
風
格
。
将
来
、
国
体
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
ざ
す
と
の
抱
負
。

文
武
両
道
で
頑
張
る
よ
う
激
励
。

◆
今
月
の
収
穫
。「
野
球
が
で
き
て
あ
り
が

と
う
」(

関
根
潤
三
野
球
放
談)

│

小
学
館
文

庫
。
関
根
潤
三
氏
と
い
え
ば
東
京
六
大
学

野
球
で
法
政
大
学
の
大
黒
柱
と
し
て
活
躍
。

そ
の
後
プ
ロ(

近
鉄)

で
も
エ
ー
ス
。
巨
人
で

も
プ
レ
ー
。

そ
の
関
根
氏
が
敗
戦
後
、
学
生
時
代
に

秋
田
に
遠
征
試
合
に
来
た
時
の
様
子
を
こ

の
本
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
遠
征
中
に
秋
田
で

食
べ
た
お
米
の
味
は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
米
ど
こ
ろ
だ
か
ら
『
米
は
旨
い
』

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
口
食
べ
て

『
こ
ん
な
に
旨
い
も
の
か
！
』
と
思
い
ま
し

た
。
お
か
ず
な
ど
な
く
て
も
、
ご
は
ん
だ

け
で
十
分
。
三
杯
は
ペ
ロ
ッ
と
平
ら
げ
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
五
〇
年
以
上
経
ち
ま
し

た
が
、
ど
ん
な
に
旨
い
と
評
判
の
店
に
行

っ
て
も
、
あ
れ
以
上
の
ご
は
ん
に
は
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」。

戦
後
の
食
糧
難
時
代
の
こ
と
と
は
い
え
、

こ
ん
な
に
秋
田
の
米
を
褒
め
て
い
る
文
章

に
出
会
っ
た
の
は
始
め
て
。

キ
ロ

セ
ンチ

キ
ロ

軍縮会議に参加した石川市長

●
全
良
寺
の
供
養
清
掃
。
若
き
官
軍
兵
士
に
し
ば
し
合
掌

●
市
民
の
も
て
な
し
が
絶
賛
さ
れ
た
国
連
軍
縮
会
議

●
野
球
の
関
根
潤
三
氏
が
秋
田
の
米
を
べ
た
褒ぼ

め


